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これまでに知られている糖蛋白質性の L ーセレクチンのリガンドはシアリル Lex 糖鎖を持つo はじめに，可溶性L­
セレクチン CLEC- IgG) およびさまざまな抗シアリル Lex 抗体を用いて腎凍結切片を免疫染色したところ ， LECｭ
IgG は遠位尿細管直部と選択的に結合したが，各種の抗シアリル Lex 抗体はこれとは異なる染色パターンを示した。
また ， LEC-IgG と腎凍結切片の結合はシアリダーゼ非感受性であった。以上の結果より，腎における L ーセレクチ
ンのリガンドはシアリル Lex 糖鎖を持たないと考えられた。一方，スルファチドはシアリル Lex 糖鎖とは構造の異な
る L ーセレクチン・リガンドとして知られており ， L ーセレクチンとの結合は部分的にのみ Ca2 + 依存性である。免
疫染色を行ったところ，腎においてスルファチドの存在が確認できたが， LEC-IgG の腎凍結切片との結合が完全に
二価金属イオン依存性で、あったことより，スチルファチドも腎の主要な L ーセレクチン・リガンドではないと考えら
れた。次に，腎尿細管画分を調製後，その可溶化物を Sephacry1 S -300ゲルろ過カラムにかけて， L ーセレクチン・
リガンドの部分精製を行った。各フラクションと LEC-IgG の結合をドットプロット法で調べたところ， ボイド容
積付近に溶出される大きな分子サイズ C>400kDa) のフラクションが LEC-IgG と強く結合した。このフラクショ
ンをビオチン化後， LEC-IgG を用いて免疫沈降を行ったところ， 500--1 ， 000kDa の分子サイズ、を持つ物質が沈降し















本研究により，腎遠位尿細管に局在する L ーセレクチン・リガンドはスルファチドやシアリル Lex 様糖鎖保有分子








り， 500"""'1 ， OOOkDa の分子サイズのコンドロイチン硫酸プロテオグリカンおよびへパラン硫酸プロテオグリカンであ
ることが明らかとなった。本研究は，非リンパ組織中に存在する L """"'Jセレクチン結合物質の性状をはじめて明らかに
したものであるとともに，今後腎炎における L-セレクチンの関与を研究するための重要な情報を提供すると考えら
れることから，学位に値するものと認めるo
